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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月6日(2013.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　さらに、標識グループ化部７１の第１のグループ化部７１２Ａで、面の法線に対する位
置検出マークの位置座標の関係に基づいて、例えば、原点から平面までの距離（式７参照
）に対応して、測定対象面対応にグループ化する（第１のグループ化工程：Ｓ１２０Ａ）
。すなわち、同一平面に貼付されたカラーコードターゲットＣＴが同一グループに属する
ようにグループ化する。
 
　測定対象面内の各点（ｘ１，ｙ１，ｚ１）について、
　点Ｐ１（ｘ１，ｙ１，ｚ１）と原点との距離＝√（ｘ１２＋ｙ１２＋ｚ１２）　（式５
）
　点Ｐ１（ｘ１，ｙ１，ｚ１）のある点Ｐ（ｐ，ｑ，ｒ）までの距離
　＝√（（ｘ１－ｐ）２＋（ｙ１－ｑ）２＋（ｚ１－ｒ）２）　　（式６）
　原点から平面（ａｘ＋ｂｙ＋ｃｚ＋ｄ＝０）へ下ろした垂線の長さ
　＝｜ｄ｜／√（ａ２＋ｂ２＋ｃ２）　　　　　　　　　　　　　　　（式７）
　ある点Ｐ（ｐ，ｑ，ｒ）から平面（ａｘ＋ｂｙ＋ｃｚ＋ｄ＝０）へ下ろした垂線の長さ
　＝｜ａｐ＋ｂｑ＋ｃｒ－ｄ｜／√（ａ２＋ｂ２＋ｃ２）　　　（式８）
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　となる。これらを計算し、一つの平面へ下ろした垂線の長さが略等しいカラーコードタ
ーゲットＣＴは、同一平面内にあるので、同一グループになるようにグループ分けする。
ここで、√ｆ（ｘ）は（ｆ（ｘ））１／２を表す。
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